
『キャンパス・アジアEAUIプログラム』 
〜学生からの視点〜 

武川基 

早稲田大学アジア太平洋研究科二年 
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早稲田大学 

アジア太平洋研究科 

 

北京大学 

国際関係学院 

 

 

タマサート大学 

政治学研究科 

 

高麗大学 

政治経済学術院 

 

 

ナンヤン工科大学 

人文社会学院 

第三者評価委員会 

 

2011-2015年度 

ハブ＆スポーク型 

 合同教職員会議 

共同教育研究 

交換教員 

 

セメスター交換留学 

サマー・ウィンタースクール 

CA集中講義 
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参加理由 

多岐にわたる議論 

• 本校及び他大学の専門家による講義 

• 他大学の大学院生とのディスカッション 

修士論文に役立つ理論や新しい発見 
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共通の議題について、アジア五カ国（韓国、
シンガポール、タイ、中国、日本）の視点
から考える。 

 

例：安全保障、アジア価値、アジア統合等 
※参加した学生の国籍は約１５カ国 

 

 

未来の研究者が議論を重ね、 

  意見を出し合い、 

    互いの考えを 

      理解し合える場所である。 
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キャンパス・アジアEAUIプログラム 

グループ
ディスカッ
ション 

文化交流 

講義 
人的ネッ
トワーク 
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キャンパス・アジアEAUIプログラム
と修士研究 

キャンパス・アジアEAUIプログラム 

早稲田大学
（特別講義） 

北京大学 

Chu教授によ
る 

論文指導 

 

ナンヤン工科大学 

（ウィンタースクール） 

《北京大学》 

1.国際関係科聴講 

2.インタビュー調査（修士研究） 

《早稲田大学》 

セメスター留学生と再会  

オンラインでの 

議論/意見交換 

（例：Facebook） 

 

 

 

 

Asia-
Pacific 
Peace 

Research 
Associatio

n 
conference 

(11/12-14) 

 

 

 

高麗大学
（集中講義） 

1. 少人数  

で議論 

2. フィール
ドトリップ 

3. 再会 

交流→人脈 
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キャンパス・アジアEAUIプログラム
に参加して得たもの 

専門的な知識と多彩な議論 

ディスカッションより得た新しい視点と
グループ発表 

人的ネットワークと修士論文 

• 理論 

• 質的調査（インタビュー調査） 

• 論文指導（他大学のエキスパート） 

 海外での研究発表の機会 

例：2013 APPRA @ Thailand 
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  「キャンパス・アジア」は私たちに貴重な経験
と自分が成長する機会を与えてくれるプロ
ジェクトである。 

  また、 「キャンパス・アジア」で与えられた
チャンスと出会いを次のステップに繋げること
で更に研究の可能性が広がる。 

参加する学生は積極的にこのプロジェクトを
活用すべきであると考える。 

 
YOU GET FOR WHAT YOU DO,  

                       NO CHANCE FOR NO ACTION. 
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